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ミ

ュ
イ

ー

･
｢鏡
栗
水
考
｣
を
讃
む

Jas.
M
u
llie.
L
a
r
i
v
j
b
r
e

J
a

?
tO.
T
o
ung･p
ao
V
o1.
X
X
.X
,

N
o,
)
-

2
(P
.1
8
2

-

-9
2
3
)

健
聖
水
と
は
'
苗
-
後
漢
書
(
巻

一
二
〇
)
鮮
卑
侍
に
'
春
期
に

於
け
る
こ
の
民
族
衆
倉
の
地
と
し
て
記
載
さ
れ
て
以
釆
'
そ
の
後

事
文

･
庫
莫
葵

･
契
丹
等
の
籍
族
を

1
聯
と
す
る
所
謂
東
胡
民
族

の
任
地
内
を
流
れ
る
大
河
と
し
て
'
支
部
人
始
め
他
民
族
間
に
も

蘇
-
知
ら
れ
た
水
名
で
あ
る
が
'
そ
れ
が
今
日
何
れ
の
河
水
に
比

定
さ
る
べ
き
か
は
'
藤
が
て
彼
等
諸
部
族
の
遊
牧
地
域
'
乃
至
は

本
牙
の
所
在
を
究
明
確
認
す
る
上
に
】
の
重
要
な
キ
イ
を
輿
ふ
る

も
の
な
る
が
故
に
'
従
来
も
之
に
閲
し
て
は
'
英
金
河
詮

･
シ
ラ

ム
レ
ン
詮
そ
の
他
の
諸
詮
が
あ
っ
て
'
今
沿
幾
多
論
議
の
飴
地
を

壊
し
て
ゐ
る
｡
在
来
行
は
れ
た
主
な
る
諸
詮
を
掲
げ
て
み
る
と
'

講
史
方
輿
紀
要
(
巻

1
八
'
直
隷
九

〕-
こ
れ
は
何
河
に
該
常
す

る
と
も
謂
は
ず
'
文
意
文
明
噺
を
炊
ぐ
嫌
弘
が
あ
れ
ば
､
壌
か

に
推
断
を
容
さ
れ
な
い
が
'
怒
ら
-
現
在
赤
峰
附
近
に
於
て
英

金
河
と
合
警

る
錫
雷

河

(蛸
鎧
的
勧
謂

抑
紬
固
)
姦

し

た
も
の
1
如
-
思
惟
さ
れ
る
｡

熱
河
志
C
巻
七
〇
'
水
二
)
-
講
史
方
輿
紀
要
の
詮
を
演
緯
考
記

し
て
'
之
を
英
金
河
と
断
じ
た
の
が
熱
河
志
に
し
て
'
爾
来
'

承
徳
府
志
(
巻

一
七
)蒙
古
遊
牧
記
(
巻
三
)
大
清

一
統
志
(
懇
二

一
承
徳
府
の
保
)
等
の
諸
書
皆
こ
の
詮
に
従
っ
て
ゐ
る
｡
但
し

熱
河
志
に
よ
れ
ば
'
大
清

一
統
志
原
本
は
歯
聖
水
を
以
て
横
河

の
別
名
と
見
倣
し
て
ゐ
る
と
｡

以
上
は
支
部
側
誌
書
の
詮
で
あ
る
が
'
我
が
国
に
在
っ
て
は
､
早

-
白
鳥
倉
吉
博
士
が
そ
の
昔

十
東
胡
民
族
考
｣
(
第
二
回
､変
革
雑

誌
二
一
編
七
四
九
頁
-
七
六
二
頁
)
に
於
て
'
史
寛
と
言
語
の
上

よ
-
焼
栗
水
即
ち
シ
ラ
ム
レ
ン
詮
を
唱
道
さ
れ
て
以
凍
'
満
鮮
地

理
歴
史
研
究
報
告
を
始
め
'語
草
斉
し
-
之
を
奉
す
る
に
至
っ
た
O
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西
洋
に
於
て
こ
の
問
題
を
直
接
研
究
の
封
象
と
し
て
探
り
奉
げ

た
の
は
､
恐
ら
-
こ
1

に
紹
介
せ
ん
と
す
る
ミ
ユ
イ
ー
師
の

｢
健

栗
水
考
｣
を
以
て
始
め
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
｡
同
師
は
､
カ
リ
リ

ッ
ク
の
神
父
と
し
て
多
年
熱
河
各
地
に
駐
在
し
､
そ
の
間
'
督
熟

河
省
及
び
東
蒙
古
の
史
蹟
踏
査
に
従
ひ
'
そ
の
研
究
成
果
の
7
部

･Lンバ
ウ

は
'
嘗
て
一
九
二
二
年
の
通
報

(L
cs
anc
i
cnn
cs
vittcs
d

c

t.cmp
;tr
c

d

es
grands
L
eao
au
royaum
c
M
ongot
d
c
B
掛rin
,

に
記
載
さ
れ
た
こ
と
は
既
に
周
知
の
筈
で
あ
る
｡

さ
て
､
同
師
は
発
づ
後
漢
書
よ
-
遼
代
に
至
る
迄
の
正
史
そ
の

他
の
史
書
中
に
散
見
す
る
鱒
聖
水
関
係
の
資
料
を
左
の
八
積
に
分

ち

-
年
代
順
に
-

之
等
よ
-
こ
の
水
の
位
置
名
稀
を
掃
嗣
推

断
し
て
ゐ
る
｡
(
､､こ

イ
ー
師
は
我
が
白
鳥
博
士
の
所
詮
を
聞
知

せ
ざ
る
も
の
1
如
-
'
従
っ
て
師
の
駁
論
の
重
鮎
は
熟
河
志
を
宗

と
す
る
英
金
河
詮
に
注
が
れ
て
ゐ
る
｡
但
し
そ
の
執
薄

志
も
唯
'

承
徳
府
志
を
通
じ
て
の
み
窺
知
し
た
に
過
ぎ
な
S
こ
と
は
'
論
文

の
努
預
に
掲
げ
ら
れ
た
諸
寄
の
中
に
'
こ
の
書
名
の
見
普
ら
な
い

こ
と
よ
-
み
て
も
明
か
で
あ
る
.
)

1
'
後
漢
書
(
巻

1
二
〇
)鮮
卑
樽

(
前
略
)
以
季
春
月
｡

大
骨
於
等

至

.
(
鵬
覧

鞭
鵬
;
)

飲
詠
皐
｡
然
後
配
合
｡

然
し
'
草
に
こ
の
文
面
の
み
で
は
殆
ん
ど
鱒
聖
水
の
比
定
を
零
さ

れ
な
い
が
故
に
'
師
は
更
に
鳥
榎
へ
丸
)
の
採
っ
た
鳥
丸
山
及
び
鮮

卑
の
牙
h
l置
い
た
鮮
卑
山
の
所
在
に
言
ひ
及
ん
で
'
前
者
を
今
の

阿
嶋
料
簡
沌
旗
の
西
北
百
四
十
里
な
る
鳥
遼
山
に
比
定
す
る
蒙
古

遊
牧
記
(
巻
三
)
天
清

1
統
志
(
巻
四
〇
六
之

こ

の
詮
に
左
祖
L
t

文
鳥
桓
の
堂
山
た
る
赤
山
を

巴
林
有
頭
の
東
北

二
百
五
十
支
漫

(
紹
介
者
注
'

二
百
五
安
里
の
誤
)
即
ち
ウ
ル
ヂ

(u
td
zi)
河
の

パ
ヤ
シ
ウ
ラ
ン
ハ
タ

上
瀕
に
位
す
る
巴
顔
五
藍
恰
達
に
該
雷
せ
し

め

る
大
帝

1
統
志

(
巻
四
〇
七
之
五
.
紹
介
者
注
'
四
七
〇
番
と
あ
る
は
誤
.
蒙
古

遊
牧
記
雪

盲
も
悪

.)
の
考
雷

も
毒

し
て
(
棚
協

議

宗

乱

入
)結
局
鳥
桓

(
丸
)
は
阿
咽
科
爾
抽
部
と
巴
林
部
領
内
に
逃

避
散
居
し
た
も
の
と
認
め
'
同
校
に
鮮
卑
山
に
就
S
て
も
蒙
古
遊

牧
記
(
巻

こ
大
清

1
統
志
(
巻
四
〇
五
之

こ

の
詮
'
即
ち

｢
科
爾

沌
右
旗
西
三
十
里
有
鮮
卑
山
｡
土
人
名
家
格
｣
を
執
っ
て
ゐ
る
｡

ミ
ユ
イ
ー
師
は
本
節

1
八
八
頁
註
④
に
於
て
三
国
志
魂
志

(巻

三
C
)
鮮
卑
侍
所
引
の
貌
書
に
見
え
る

｢
常
以
季
春
｡
大
倉
作

栗
水
上
.
｣
の
作
聖
水
の
作
を
鱒
楽
か
或
は
寧
ろ
作
と
よ
-
近
い

雷
'
窮

(例

へ
ば
北
魂
書
の
窮
落
水
の
如
き
)
の
誤
と
し
て
之

を
簡
軍
に
論
じ
去
っ
て
ゐ
る
の
は

-
魂
志
の
成
立
を
も
知
ら

ざ
る
も
の
･T
如
く

賛
し
難
い
.
作

･
鏡
の
二
者
絞
白
鳥
博
士
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の
所
詮
(需

韻

語

閏
棚
警

㌫

詣

馳
貢
)

の
如
-
共
に
或

る
同
名
の
異
帯
と
見
る
べ
-
'
特
に

｢
作
栗
｣
よ
-
推
し
て
原

音
の

in
i
tial
は

Z
･S
に
近
い
音
を
有
し
て
ゐ
た
こ
と
を
推
測

せ
し
め
る
｡

2
'
親
書
(
巻
二
)太
組
紀

登
園
三
年
(
西
紀
三
八
八
年
)夏
四
月
｡
車
乗
赤
城
｡
(
龍
門
の

東
北
'
講
兜
方
輿
紀
要
巻

1
八
寓
全
都
指
揮
使
司
'
龍
門
守

護
千
戸
所
'
赤
城
磐
参
照
)
五
月
琴
貫
｡
北
征
庫
莫
葵
｡
六

月
｡
大
破
之
｡
獲
其
四
部
難
蓄
十
飴
寓
｡
涯
舶
落
水
.
班
賞

将
士
各
有
美
｡

資
治
通
鑑
(
巻

1
〇
七
)
に
も
'
話
し
て

｢
射
落
水
部
鱒
聖
水
O
鹿

央
中
.
｣
と
日
ふ
.

(

譜

警

鮎

紗
鮎

鮒
謂

認

諾

臥
那
約
日

銅
最

瑚
)

師

は
こ

の
道
武
帝
(
太
組
)北
征
の
路
順
を
前
年
(
登
園
二
年
)
十

月
よ
-
十
二
月
の
三
ケ
月
に
亘
る
北
巡
の
行
程
よ
-
類
推
し
て
'

赤
城
よ
り
猫
石
口
を
刑
で
嚇
痢
廟
(
多
倫
諾
爾
C1･)
に
至
-
'
次
い

'./レ-

で
'
輿
安
嶺
の
東
側
渓
谷
を
下
っ
て
北
行
し
た
も
の
と
考
へ
'
更

に
安
治
通
鑑
(
巻

一
〇
七
し
太
元
十
三
年
六
月
の
健
に
見
え
る

｢
醜

三
珪
(
道
武
帝
)
横
座
莫
葵
於
露

歪

｡
｣
の
記
事

(

蜘
新
讐

㌫

摘
順
･招

請

棚
紺
霜

的
)

よ
-
･
こ
の
水
量

(
雷

西
)
流
す

る
も
の
に
し
て
､
例

へ
ぼ
老
恰
河
の
如
-
､
東
北
へ或
は
西
南
)紘

す
る
も
の
と
見
る
は
安
雷
を
炊
ぐ
と
謂
ひ
､
狩
叉
こ
の
水
名
に
言

及
し
て
'
射
落
の
二
字
も
解
禁
と
同
じ
-
英
名
に
あ
ら
ず
し
て
北

数
名
の
音
詩
で
あ
ら
う
と
謂
ふ
｡

･3
'
資
治
通
鑑
(巻

二

〇
)

降
安
二
年
(
西
紀
三
九
八
年
し春
正
月
.
燕
王
賛
(慕
容
賛
)襲

塵
英
葵
.
(
中
略
)
己
未
北
行
｡
庚
申
･
渡
準
浄
水
.
細
加
的
餌

柴
水
也
｡
賛
日

水
衣
今
昏
州
北
｡

こ
の
湊

絡
水

は
~

前
引
第
二
の
親
書
太
組
紀
よ
-
考
へ
て
疑
ひ
も

苧

雲

水
(鮒
削
妙
詣

錯

謂

最

)

に
外
誉

ぬ
o

さ
れ
ど

湊
は

Liau
な
れ
ば
音
韻
上
か
ら
は
湊
路
を
焼
栗
と
見
る
胡
誌
の

詮
に
は
輿
み
し
難
い
も
の
が
あ
る
｡
或
は
湊
は
鱒
の
誤
と
は
見
ら

れ
な
い
で
あ
ら
う
か
と
｡

師
は
こ
1

で
龍
城
(
和
龍
-
朝
陽
)湊
浄
水
閑
の
距
離
に
就
い
て

は
何
等
言
及
す
る
桝
は
な
い
が
､
前
引
資
清
適
鑑
の
文
面
に
'

己
末
北
行
し
て
翌
'
庚
申
'湊
洛
水
を
済
る
と
あ
れ
ば
(
太
平
御

覧
に
は
収
め
て
ゐ
な
い
が
､
現
行
本
十
六
囲
春
秋
巻
四
六
後
燕

録
に
も
同
文
あ
-
0
)
両
者
の
問
は
僅
か

7
日
程
に
過
ぎ
な
い
こ

と
を
知
る
O
此
事
は
両
者
間
の
拒
艶
を
窺
ふ
上
に
)
の
傍
詮
を

輿
ふ
る
も
の
で
あ
る
｡
因
み
に
熱
河
志
(
巷
七
〇
)研
引
の
十
六
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固
春
秋
後
燕
録
に

｢
慕
容
賛
襲
庫
草
葵
｡
己
未
北
行

｡
甲
申
渡

0

0

湊
洛
水
｡
拒
龍
城

一
日
程
｡
｣
と
て
庚
申
を
甲
中
と
し
て
ゐ
る
の

は
誤
に
し
て
'
白
鳥
博
士
が
こ
の
鮎
に
気
付
か
ず
'
熱
.･.rR
志
の

甲
中
を
そ
の
健
に
援
用
し
て
己
未
と
の
目
差
を
二
十
六
日
と
な

し
'
之
を
以
て
龍
城

･
湊
洛
水
間
の
拒
離
に
相
常
す
る
も
の
と

考
定
し
て
'
英
男
〓

日
程
｣
を
わ
ざ
-
1

1
月
程
の
誤
霧
と
さ

A
･
B
中
貰

え
る
難
河
は
豊

田
以
下
の
豊

田
蒜

河
(
紳
唐
)

檎

木
蓮

･
約
九
河

･
棟
河

･
郊
江
(
元
史
)
納
語
江

･
騰
塩
江
へ
元
朝

秘
私
)
(
加
納
附
焔
)

等
と
記
さ
れ
る
も
の
と
同

義

に
し
て
･
今

の
赦
江
を
謂
ひ
'
太
魯
水
'
太
払
河
は
fi]漏

･
他
漏
(
唐
書
)他
魯

撞
魯
(
遼
史
)
(
璃
介
者
許
'
聖

京
大
卒
四

月
長
春
河
と
改
名
さ
る
年

)誓

t:(蛤
)

(
鯛
伽
硝

れ
て
ゐ
る
(
獅
胡
氏
族
考
第
二
回
史

誌
二
一
編
七
五
五
頁
撃
)
の
は
梶
ふ
べ
き
で
な
い
｡

4
'
安
治
通
鑑
(
巻
九
二
tt)

大
寧
三
年
(
西
紀
三
二
五
年
)
二
月
｡
後
超
王
(
石
)勤
加
字
文

乞
得
蹄
官
欝
.
俊
之
撃
慕
容
混
.
尾
道
世
子
銑

･
索
頭
段
国

共
撃
之
｡

(
中
略
)乞
得
蹄
霊

水

(醐
恥
舶
鳩
蜘
)
以
拒
銑
･

改
善
(
巻

一
〇
三
)宇
文
英
雄
偉
｡

意
帝
三
年
(
字
文
)乞
得
鞄
屯
保
湊
水
.
同
塵
不
戦
.
云
云
｡

5
'
魂
書
(巻

7
0
0
或
は
北
史
巻
九
凹
)
勿
富
国
侍
.

A
t
日
和
龍
｡
北
二
百
飴
里
有
善
玉
山
｡
山
北
行
十
三
日
至

郎
翠
山
｡
叉
北
行
七
日
至
如
洛
壌
水
｡
水
魔
里
飴
｡
叉
北
行

十
雷

至
太
魯
水
(拙
馳
i
)

｡

叉
東
北
行
十
八
日
到
共
闘
｡

云
云
｡

B
t
初
発
英
国
(
勿
書
簡
)
o
莱
舵
辞
難
河
.
西
上
至
太
払
河

沈
船
於
水
｡
南
出
陸
行
.
涯
洛
孤
水
.
種
契
丹
界
達
和
龍
｡

鮒
紺
諾

脚
か
翫

榊
Ⅶ
開
墾
e
若

駒
剛
.%
潤
贈
紬
軸
讐

餅
鍔

)

托
貢

(榊
㌶

証
)
(1B
)
挑
見
(
明

表

意
)挑
見

･
抱
羅
(清

1

統
志
)
等
と
同

一
水
に
し
て
'
今
の
淘
爾
河
を
指
揮
し
た
も
の
と

考

へ
ら
れ
る
畠

て
･
淘
漂

(醐
耶
粘

)
と
和
龍
(
靭
陽
)と
戊

聯
ぬ
る
交
通
路
上
に
横
る
贋
さ

一
里
の
如
絡
璃
水
或
は
洛
孤
河
は

シ
ラ
ム
レ
ン
老
恰
河
を
合
す
る
西
遼
河
(蜘
削
桐
)
に
外

な

ら
な

い
0
常
時
直
接
旅
行
し
て
衆
た
乙
力
支
が
よ
り
大
な
る
シ
ラ
ム
レ

ン
や
老
恰
河
を
捨
て
二

割
底

7
里
の
幅
員
を
有
し
う
べ
-
も
な

S
英
金
河
に
就
い
て
言
及
す
る
等
は
な
い
で
あ
ら
う
44
.

6
'
嘗
唐
音
(
巻
三
)

貞
観
二
十
二
年
十

1
月
庚
子
｡
以
葵
部
置
焼
栗
都
督
.

こ
の
焼
栗
都
督
(
磨
)
の
名
は
鱒
聖
水
に
由
来
す
る
こ
と
は
確
か
で

あ
り
'
革
質
'
曹
唐
芋
(
巻

一
九
九
下
)典
侍
に
は

｢
白
常
州
西
北

焼
聖
水
｡
以
至
英
国
｡
云
云
｣
と
見
え
て
ゐ
る
｡
所
が
之
に
発
行

し
て
記
る
さ
れ
た

｢
奥
春
堅

兄
師
東
北
四
千
除
塵
｡
東
接
契
丹
o
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西
至
突
既
.
南
担
自
狼
河
o
北
至
習
囲
｡
｣
に
よ
っ
て
英
国
の
位
置

′ゝ

を
考
へ
る
に
､
濁
水
(
LC.ara
rnur
g
r.)

の
南
に
居
た
契
丹
の
西
'

浅
水
の
北
に
任
し
た
百
番

の
南
'
叉
白
狼
河
即
ち
今
の
大
湊
河
の

北
と
謂

へ
ば
､
そ
の
遊
牧
地
城
は
大
鰐
老
恰
河
以
西
'
シ
ラ
ム
レ

ン
以
南
'
東
南
は
大
凌
河
畔
に
及
ん
で
ゐ
た
こ
と
1
な
-
'
之
は

直
ち
に
党
の

｢
白
常
州
西
北
鏡
聖
水
｡
以
至
共
闘
O
｣
と
抵
簡
す
る

や
う
で
あ
る
が
'
然
し
こ
の
要
言
は
彼
等
蓮
救
民
た
る
異
民
族
の

遷
移
性
を
考
慮
に
置
-
時
は
'
さ
ま
で
厳
密
に
解
す
る
を
要
し
な

い
.
況
ん
や
彼
等
は
時
と
し
て
､
横
河
北
方
の
山
中
に
逃
げ
込
む

こ
と
の
あ
っ
た
こ
と
は
'
新
暦
害
(巻

1
三
三
)張
守
珪
侍
に
見
え

る
鳥
知
義
の
叛
葵
討
伐
の
記
事
よ
-
し

ても
窺
は
れ
る
に
於
て
息

や
｡
し
て
み
る
と
､
こ
1

に
謂
ふ
焼
栗
水
は
前
引

A
の
如
洛
壌

水
が
東
流
遼
河
を
指
す
に
封
し
､
シ
ラ
ム
レ
ン

(
老
恰
河
合
流
鮎

以
西
)
に
適
合
す
る
や
う
に
も
思
は
れ
る
と
｡

然
し
師
が
若
し
新
暦
書
へ
撃

二

九
)葵
侍
の
記
載
に
気
付
-
な

ら
ば
か
1

る
苦
し
い
解
樺
は
そ
の
必
要
を
見
な
い
で
あ
ら
う
｡

即
ち
'
同
侍
に
は
'

其
地
東
北
接
契
丹
｡
酉
実
験
｡
南
自
狼
河
.
北
帝等

(

中
略
)

英
国
酉
抵
大
洛
泊

(
連
盟
湖

T
aa-
nor
-
〕
拒
周
紀
牙
三

千
旦
｡
多
依
土
護
虞
水
､)
(
中
略
)盛
夏
必
従
保
冷
陸
山
｡
山

直
娯
州
西
北
｡
云
云
｡

と
あ
-
､
叉
同
書
(
巻
三
九
〕
地
理
忘

･
河
北
遺
構
州
密
雲
郡
及

び
薪
州
漁
揚
郡
の
保
'
雨
蘭
書
安
藤
山
停

･
遼
史
(
巻
三
九
)
地

理
志
等
の
記
載
に
採
っ
て
そ
の
本
牙
は
督
州
(
朝
陽
)
の
西
北
老

恰
河
畔
な
る
今
の
熱
河
省
寧
城
願
大
名
城
附
近
に
あ
っ
た
こ
と

を
知
る
｡
さ
れ
ば
'
唐
害
列
侍
の
編
者
宋
邦
は
嘗
唐
書
典
侍
の

｢
自
営
州
西
北
僚
聖
水
｡
以
至
其
囲
｡
｣
の

一
句
を
判
去
し
且
つ

｢
東
接
契
丹
｣
を
｢東
北
接
契
丹
｣
と
改
め
て
ゐ
る
｡

7
'
契
丹
国
憲
'
契
丹
圃
初
輿
本
末
0

本
其
風
物
｡
地
有
二
水
｡
日
北
也
里
没
里
｡
複
名
陶
猿
思
汲

里
者
｡
是
共

一
也
｡
其
瀕
出
自
中
京
酉
馬
孟
山
｡
東
北
流
｡

華
言
所
謂
士
河
是
也
0
日
長
羅
箇
液
塵
.
複
名
女
首
線
選
者

叉
其

一
也
｡
瀕
出
癖
州
西
南
平
地
於
林
｡
直
東
流
｡
華
言
所

謂
横
河
是
也
｡

′ヽ

こ
の
鼻
薙
箇
或
は
女
官
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
今
の

S
ara
m
urEn

に
し
て
'
そ
れ
は
叉
西
遼
河
に
も
相
ゐ
ら
れ
る
｡

因
み
に
'
義
薙
宙
の
鼻
は
五
代
史
記
(
懇
七
二
)
及
び
遼
史
紀
事
本

末
に
は
兵
と
あ
る
と
.

8
'
遼

史

1
'
統
和
二
年
二
月
舞
子
.
朝
皇
太
后

･
太
后
.
因
従
親
猿
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干
鱒
栗
川
｡
(
巻

一
〇
)

こ
れ
は
遊
幸
表
(
巻
六
八
)
に
は

統
和
二
年
二
月
如
横
河
｡

と
あ
る
｡
2
'
重
願
十
七
年

7
月
(
巻
二
〇
)の
保
及
び
乾
琉
六
年
十

1

月
(
巻
二
七
)
の
傑
慧

仙o
(紹
介
者
謂
ふ
'
こ
れ
は
行
文
上
さ
し

て
必
要
を

み
ない
が
故
に
省
略
に
従

ふ
こ
と

と
し
た

3
'
武
安
州
｡
(
中
略
)有
発
布
嶺

･
兵
羅
水

･
箇
渡
鼻
水
｡

屠
中
京
｡
(
巷
一一一九
'
地
理
志
中
京
道
)

3

の
兵
孫
は
惟
ふ
に
兵
薙
歯
で
は
あ
る
ま
い
か
D
農
と
鼻
は
支
部

人
に
よ
っ
て
よ
-
誤
ら
れ
易
い
鮎
よ
り
み
れ
ば
あ
り
う
べ
き
こ
と

で
あ
る
と
｡

更
に
師
は
偶
語
し
て
t

N
iao･Iou?ko(
農
薙
箇
)
は
恐
ら
-
支

部
名
の
横
河

･
蒙
盲
名
の

Ts
ara
m
uren
よ
り
推
す
時
は
･
黄

色
と
課
し
う
る
-

黄
の
意
を
有
す
る
北
欧
語
で
あ
ら
う
と
｡
そ

し
て
最
尾
綴
の
I
K
･1
(
箇
)
或
は
I
K

ouei
(璃
'
即
ち
如
洛
壇

の
璃
)
は
接
尾
語
に
し
て
､
清
洲
語
に
於
て
は
'
-
kan
I
ke
n

-
kon
(
紹
介
者
注
t
I
g
an,
I
gen
亦
然
-
)
は

iaか
gi
y
an

(
白
)
の

;aか
gu
yakan
(白
味
が
か
っ
た
.
紹
介
者
注
'

叫aB
gu

yakan
と
あ
る
は

SaUgi
yakan
の
誤
)
の
如
-

d
im
inutive

suff山x
で
あ
-
､
蒙
古
語
で
も

ran
は
例

へ
ば

Xararan
(
黒
味

を
帯
び
た
)
sh
ila
r
an
(
淡
黄
色
の
)
の
如
-
同
様
な
接
尾
語
で

あ
る
｡
(
鳩
昭

弼

鮎

=n
r
h
cn
)若
し
姦

街
の
筒
も
こ
の
類
の

dim
inutive
suffi
x
な
ら
ば
そ
の
択
落
附
加
は
容
易
に
説
明
し
得

る
と
｡
師
は
筒
揖
け
て
'
上
述
八
種
の
史
料
中
､
こ
の
河
名
を
諜
克
し

た
と
思
惟
せ
ら
れ
る
も
の
を
次
の
如
-
時
代
順
に
列
記
L
t

西
紀

7
冊
紀

鱒
栗
(盲
晋

n
z;au
･ta
k
,)

西
紀
三
二
五
年

湊

(
軍
曹

か
iau
)

西
紀
三
八
七
年

弱
落
(
古
音

n
Ziak
･lak)
或
は
解
o

西
紀
三
九
八
年

療
洛
(
石
膏

n
iAn
･lak)

西
紀
四
七

7
年
-
四
七
六
年
如
洛
壊
石
膏
(rlZiw
?
lak
･kn
a
i)

或
は
洛
壌
(
盲
昔

lak･kn
A
i)

西
紀
四
七
七
年

洛
孤
(
古
書

lak･kuo
)

西
紀
六
四
八
年

俸
栗
(
石
膏

n
Z
ia
u
･la
k
)

西
紀
十
世
紀

農
羅
箇
(
古
書

n
iau
･la･ka)
或
は
女
官

(
石
膏

n
iw
o･kn
o
)
或
は
鱒
聖
川

か
-
し
て
'
師
は
焼
栗
そ
の
他
の
漢
字
で
呼
ば
れ
て
ゐ
る
も
の
は

斉
し
く

Sara
m
u
ren

(
西
倒
木
倫
)
並
び
に
西
遼
河

(束
流
遼

河
)
で
あ
る
と
結
論
L
t
前
引
諸
事
の
記
載
絃
何
等
こ
の
此
定
に
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抵
解
せ
ず
､
特
に
7
及
び
8
の
1
は
兵
羅
宙
の
漬
河

(
Ear
a
m
u
r

en
)
で
あ
り
'
鱒
楽
川
の
横
河
'
従
っ
て
焼
栗
川

･
鼻
羅
簡

(
浪

盟
)
は
共
に
漬
河
な
る
こ
と
を
明
澄
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
と
謂

ふ
｡さ

て
'
こ
の
結
論
は
大
憶
に
於
て
容
認
さ
る
べ
き
も
の
と
し
て

も
'
然
し
こ
れ
が
師
の
言
の
如
-
､
し
か
-
詔
書
の
記
載
を
充

足
安
富
せ
し
め
て
ゐ
る
か
ど
う
か
に
就
い
て
は
幾
多
の
難
鮎
を

存
し
て
ゐ
る
｡
例

へ
ば
'

イ
'
前
引
3
に
龍
城
(
朝
陽
)凌
洛
(
焼
栗
)水
間
の
拒
艶
を

一

日
行
程
と
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
如
何
｡

(
北
親
書
勿
青
侍
に
は

朝
陽

･
如
洛
壊
水
間
の
距
離
･聖

1百
酸
鼻
に
加
ふ
竺

1十
日

行
程
と
謂
ひ
(
4
A
参
照
)唐
音
に
は
演
水
を
朝
陽
の
北
四
百

里
に
あ
-
と
害
す
｡

P
t
6
に
於
て
引
用
さ
れ
た
奮
唐
書
(
巻

1
九
九
下
)
葵
侍
の

｢
自
営
州
西
北
焼
栗
水
｡
以
至
英
国
｣
を
若
し
師
の
如
-
活
か

す
と
す
れ
ば
唐
代
奥
ま
の
本
牙
が
シ
ラ
ム
レ
ン
(
浅
水
)
で
な

-
皆
州
(
朝
暖
)
の
西
北
,
老
恰
河
畔
(
附
加
綿
卵
附
餌

城
)

に
厳

存
し
た
事
と
の
矛
盾
抵
鮪
を
如
何
に
説
明
す
べ
き
か
｡

ハ
'
焼
栗

-
射
落

-

如
洛
壌

-
長
羅
箇
'
四
着
の
間

並
び
に
こ
の
一
聯
の
河
名
と

㌢
a
m
u
哲

と
の
間
に
存

す
る
言
語

･
晋
挙
上
の
類
似
性
を
今
少
し
-
突
込
ん
で
明
確

に
詮
き
え
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
か
｡
こ
の
鮎
に
関
し
て
'
師

が
白
馬
博
士
を
始
め
'
我
が
聾
者
の
研
究
諸
論
文

(東
胡
民

族
考
(
前
蓮
)
･
萱
草
考
(
前
述
)
･
藤
田
農
八
博
士

｢
犠
暁
の

園
既
及
び
可
汗
汝
に
つ
き
て
｣
等
の
如
き
を
見
逃
し
て
ゐ
る

JJ
と
は
大
い
な
る
失
槍
と
謂
ふ
べ
き
で
あ
る
.

猿
､
師
は
本
論
文
の
二

1
四
頁
以
下
に
於
て
老
恰
河
に
閲
し
て

一
の
臆
詮
を
捷
起
し
て
ゐ
る
｡

即
ち
老
恰

河
の
蒙
古
名

L
o
xa
m
u
reu

の

L
ola
を
前
蒙
古
時

代
の
潰
名
と
信
じ
'
之
を
前
引
4
B
に
見
え
る
洛
孤
河
に
封
麿
せ

し
め
ん
と
し
て
4
の
A
cQ
爾
記
載
は
同
じ
-
勿
富
国

よ
-

和
龍

(朝
陽
)
に
至
る
道
程
を
示
す
に
し
て
も
少
し
-
道
を
異
に
し
て
'

前
者
は
今
の
開
魯
附
近
に
於
て
西
遼
河
を
渡
-
､
後
者
は
猶
､
老

吟
の
名
を
有
す
る
遼
-
の
流
を
渡
渉
し
た
も
の
と
解
し
'
箪
茸
現

在
シ
ラ
ム
レ
ン
と
老
恰
河
の
合
流
鮎
附
近
に
於
け
る
河
流
は
老
吟

の
名
を
以
て
呼
ば
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
近
年
そ
の
附
近
を
放
行
し
た

M
･Jo
hn
H
edley
の
T
ram
ps
in
d
ark
M
o
n
go
tia(L
o
n
d
o
n
.

-¢-○)の
一
節
を
以
て
詮
L
t従
っ
て
A
に
見
え
る
如
洛
壌
水
と
t

B
の
洛
孤
河
と
は
同

一
水
名
に
あ
ら
ず
し
て
'
如
洛
壌
水
は
シ
ラ

ム
レ
ン
'
絡
孤
河
は
老
恰
河
を
指
輪
し
た
も
の
で
あ
ら
う
と
｡
そ
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.の
馬
'
師
は
叉
'
託
乾
臣
水
へ
晴
菩
)
土
護
虞
水
(唐
書
)
土
河
(
逮

奥
義

の
名
は
こ
の
河
の
上
流
に
､洛
孤
或
落

穂

(
娼

謂

箭

の
泰
誠
都
督
府

荒
馬
州
の
.
1

)
は
そ
の
下
流
に
用
ゐ
ら
れ
た
も
の
と
見
倣
L
t
且

つ
同

一
河
水
が
t
か
-
上
下
に
よ
っ
て
異
稲
を
有
す
る
例
と
し
て

英
金
河
(娼

鮒
桐
)
塞

げ
て
傍
謹
し
㌃

る
｡

然
し
'
こ
の
臆
詮
の
到
底
成
立
し
え
な
い
こ
と
は
'
そ
の
根
底

を
残
す
老
恰

(
L
o
x
a
)
の
名
が
何
時
頃
よ
-
硯
は
れ
た
か
を
究
め

ず
し
て
'
い
き
な
-
之
が
前
蒙
古
時
代
の
遺
名
な
-
と
盲
信
し
た

こ
と
に
あ
る
｡
蓋
し
吾
人
の
知
る
限
-
に
於
て
は
､
老
吟
の
名
に

芳

す
る
も
の
は
土
河
(約
㍍
欄
軸
が
)

塗
河

(禎
史統
㌔
)

紹
介
者
託
'
そ
の
原
名
は
楕
苔
を
初
見
と
す
る
記
紀
臣
水
｡
通
典
の
過
紀

臨
水
.
店
番
の
土
護
炭
水
｡
地
籍
炭
水
.
契
丹
闘
志
の
陶
狼
思
捜
里
で
あ

-
'
猶
'
白
鳥
博
士
は
東
胡
民
族
考
に
於
T
t
魂
志
鮮
卑
侍
の
鳥
侠
秦
水

も
同
名
の
興
課
な
ら
ん
と
想
像
さ
れ
て
ゐ
る
｡

に
し
て
'
若
し
讃
史
方
輿
紀
要
(
巻

一
八
)
に
'

土
河
課
名
日
老
花
母
林
｡
元
人
種
河
母
林
地
｡
或
日
老
河
卸

土
河
之
別
名
英
｡

と
謂
ひ
'
熱
河
志
(
巻
七
〇
)に
'

按
｡
老
河
之
残
土
河
｡
至
今
的
名
互
稲
｡
云
云
｡

と
あ
る
に
信
を
崖
き
う
る
と
す
れ
ば
､
老
花

･
老
吟

の
名
は
'
或

些
冗
代
頃
に
創
ま
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
.
そ
し
て
更
に
侭
詮

を
容
る
さ
れ
る
な
ら
ば
'
老
吟
(
老
花
)
は
講
究
方
輿
紀
要

･
執
薄

志
の
謂
ふ
如
-
老
河
に
し
て
'
老
は
土
(
河
)
の
庫
化
と
見
ら
れ
な

い
か
'
元
来
-
'
-
(
d

)
二
音
の
融
通
は
音
韻
上
に
於
て
は
決
し

て
珍
し
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
れ
ば
'
土
河
が
老
河
と
託
し
､
こ
の

老
河
に
男
に
蒙
古
語

m
u
ran

が
附
加
さ
れ
て

･～
か
1

る
類
例

は
塞
外
に
あ
つ
て
は
限
-
な
-
存
す
る
-

老
花
母
林

(
講
史
方

輿
紀
要
)
或
は
老
恰
穆
標
へ熱
河
志
し
と
な
る
に
至
っ
た
も
の
と
は

考
へ
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
か
｡
そ
は
と
も
角
'
土
河
と
洛
孤
の
連

繋
を
詮
明
す
る
こ
と
な
し
に
'
直
ち
に
洛
孤

･
老
恰

(I.o
x
a)
を

同

一
視
せ
ん
と
す
る
師
の
考
へ
は
斥
く
べ
き
で
あ
ら
う
｡

(秋
貞

安

達

)
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